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おもな内容 :く〉新しい展示 電動機と発電機 神奈川県立青少年センター o新しい展示 国立科学博物館の航空宇

宙館 。フクナョクの標本を各館へ配布く〉カモシカのはく製標本について く〉会員館園の紹介瑞浪

市化石博物館 。「科学博物館への招待」 刊行近づく

【新しい展示】

電動機と発電機

現代の生活の中で必要不可欠のものの一つに電動機と

発電機があるが， いずれも直接自にふれることなくその

恩恵にあずかっている。当館では電動機の回る原理と ，

発電機が電気を起乙すしくみについて， 実験装置を取り

入れた新展示品「電動機と発電機」を設置した。

乙の展示品の特徴として次の点があげられる。

(1) 来館者， 特に低年齢層の興味を喚起する ζ とをね

らいとし， 実験装置によって原理法則の解説を行ってい

る。

(2) 展示品を傍観するのみでなく，来館者自らハンド

「電動機と発電機」展示状況

神奈川県立青少年センター

ノレを回し作動させる構造とした。そして，実験装置のし

くみについてはパネル解説と共にナレーションによる解

説も行っている。

当展示品は電動機部と発電機部を左右に分けており，

それぞれの動作概要は次のようになっている。

「電動機部」ではブレミシグの左手の法則lとより電動機

の原浬が理解できるように，電気プランコの模型を置い

た。電流，磁力線，力の各方向が一目で分かるように，

左手の模型に組み込んだ発光ダイオー ドがそれぞれ点灯

する。また，電動機の一部カット模型を置き，実物の電

動機がどのような動きをするのか10 P P 

M程度のスロ ー回転を行わせている。

「発電機部」 では電磁誘導装置と検流

計を置き， コイノレの中にすばやく磁石を

出し入れすると，電流が発生する ζ とを，

検流計の針が振れる乙とにより理解でき

るようになっている。電動機部と同様に

一部カッ卜した発電機を置き，来館者が

ハンドノレを回すと ， 発電機が回転し発電

機部の周囲lζ配した豆球が順次点灯する

ようになっている。また，左側のハンド

ノレを回すと模型電車が前後lζ進むように

なっている。

当展示品の利用については，遊びなが

ら学べる雰囲気とし，低年齢層が関心を

もってくれるものと期待している。
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【新しい展示】

国立科学博物館の航空宇宙館

国立科学博物館の新しい展示棟 ( 5 号館)は，昨年11

月 に 「航空宇宙館」と して 1 階展示室を一般公開した。

乙の建物の特色は， 床から天井までの高さが 7. 6 m と

いう大きな空間をと った乙とで， 地上 3 階建てでありな

がら外観は従来の 5 階建ての建物と同じ高さである。 そ

のため大型資料を展示する乙とが可能となり ， 搬入K際

してのクィシチ等の設備も完備されている。 また，地下

部分は理工関係資料の収蔵庫として活用できるようにな

っている。

1 階は. r航空 ・ 宇宙 1 室」として，次のような飛行

機， ヘリコプター， 船舶， 自動車等の資料がある 。

零式艦上戦闘機， モー リス ・ ファノレマン機， シコルス

キー S58型ヘリコプタ ー， アノレクェット E 型ヘリコプ

タ ー， 地洋丸模型，大冶丸模型， 南極観測船「ふじ」の

プロペラ ， コスモスポー ツ ， サパ ジ ナ RX7

乙れらのうち， 零式艦上戦闘機とモ-~ス ・ ファノレマ

シ機については， 広い空間を利用して天井から吊り下げ

る展示方法を試み，中 2 階のラワンジからも角度をかえ

て見られるようにしてある。 シコノレスキー型ヘ リコプ

タ ーの操縦席は， 機外から見られるように階段が取り付

けである。自動車関係についても大きな壁面を利用して

構造と仕組みが理解できる資料を取り付けた。

2 階展示室は. r航空 ・ 宇宙 2 室」として準備中であ

り，近く完成する見込みであるが， 航空工学と宇宙工学

の 2分野で次のような項目で構成される。

航空工学・ ・・熱気球実験， 風胴実験， 日本の空をとん

だ飛行機， 鳥の飛しようと飛行機，航空エンジンのしく

み， 航空機の構造， 航空交通管制， フ ラ イト ・ シ ミ ュレ

ータ ， 人力飛行機 「スト ーク B J

宇宙工学 ・・ロ ケ ットの打上げ，ロケ ットの推進実験，

日本のロケ ッ ト ， アメリカのロ ケ ッ ト ，宇宙での生活，

宇宙空間一真空の世界ーの各種の実験， 科学衛星と実用

衛星， 人類を月 1(.運んだロケット ・ エ γ ジン。

なお 3 階は「人間の科学J IC関する展示を来春に完

成する計画である 。

中 2 階から見た航空宇宙 1 室

階段の上からへ D コプタ ーの操縦席が見られる
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フウチョウの標本を各館ヘ配布 カモシカの剥製標本について

昨年， 横浜地方検察庁から国立科学博物館へ引き渡さ 特別天然記念物カモシカが造林地K食害を与えている

れたフクチョク(極楽鳥)標本72点の処置については， ため， 文化庁等の指導で捕獲事業が岐阜県において実施

その後同館で整理した う え， 自然史系の全科協加盟館園 されてい る。

と連絡をとりながら， 展示や教育活動に活用する必要の 捕獲されたカモシカは，学術研究や教育のために活用

有無を調べていたが， このたび各希望館に対する配布数 されるが， こ のたび文化庁から 全科協加盟館K教育資

が決まった。 入手希望館は19館であり ， すでに配布の手 料として剥製標本を入手する希望の有無を調査 してほし

続き， 配布方法等についての詳細は，国立科学博物館か い との依頼があ り，自然史部門の加盟館 1(，照会 した。 そ

ら各館lζ通知しており， 3 月下旬までに配布を完了する の結果. 13館から入手希望があり ， その旨を文化庁へ速

見通しである。 絡したので， 近く入手の具体的な手続きなど ， 5JIJ途希望

館に通知する と とになるであろ う 。
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会員館園の紹介

3. おもな部屋

瑞浪市化石博物館

岐阜県瑞浪市は， 名古屋から東北へ約50分， 人口 4万

人の小都市であるが， 化石との関わりの深い，古くから

の「化石のふる里J である。

瑞浪地方IC広く分布する新第三紀中新世の瑞浪屑群 ・

瀬戸層群 (1800万年~200万年前)からは約1.000種にお

よぶ貝 ・ 魚 ・ l浦乳!lVJ物 ・ 植物の化石が発見されている。

「月のおさがり」の愛称をもっ‘ピカリア ・ ピカリエラ"

明治31年lζ世界で最初に発見された「まぼろしの怪獣」

デスモスチノレスの頭部化石の産出地である乙とはあまり

にも有名である。

昭和49年 5 月に市営の登録博物館として開館した。

1. 当館の基本的な考え方

展示室は. ï瑞浪の地層と化石 ・ その頃の海と陸(古

環境) ・ 新生代の日本(古瀬戸内海) ・ 地のめぐみ」とい

った 9 メイ γ ・ 4 サプコーナーによって，中新世の瑞浪

産出化石を中心lζ ， 日本 ・ 外国の化石標本を通じて，地

球45億年の歴史を解明するための研究を心掛けている。

標本資料は， できる限り入館者一人一人が直接、肌で触

れて"自然(化石)との対話ができるよう展示しであ

る。 野外施設として化石の包含状態が直接観察できる

「化石の洞窟J. 地層観察のできる「ヘソ山J. 指定学習

地「松カ瀬(許可制)J があり，野外観察と展示室の利用

と相まって「関かれた博物館」をめざしている 。

2. 規模

鉄筋コ γクリ ー卜 平屋建て，建築面積は956.01rrfであ

る。

部門別では， 普及教育部門 85. 16rrf. 調査研究部門

73. 76nf . 保管部門 195. 85rrf. 展示部門 336. 96nf. 管理

部門145. 95nf. その他として玄関ホール， ロビーなどが

116.33nfである 。

展示室，研修室兼特別展示室，図書室兼研究室，作業

室，資料室， 資料庫，事務室， 機械室。

4. おもな事業

(1) 収集保管

瑞浪層群のものを中心に古瀬戸内海 ・ 日本 ・ 外国の

化石資料の収集保管を行う。

現在の収蔵資料は約20万点(登録済標本15万点)で，

瑞浪層群のものは約1.000種(員類500. 魚類32. 植物

73. 晴乳類 16. 有孔虫 168. 珪藻類96. 放散虫34. サ

ンゴ29種〉である。 とれらのうち特に晴乳類(デスモ

スチノレス) ・軟体動物(員) ・ 軟骨魚類(サメ ・ エイ)の

収蔵標本は特色あるものである。

(2) 調査研究事業

瑞浪層群に関係する事項を中心に圏内の関連地層 ・

関連年代の古生物 ・ 地質 ・ 古環境 ・ 資源 ・ 地質と人類

等についての研究を行う。研究成果の公表は研究報告

書 (年 1 回)および特別展示会等で行っている。

。)展示

新第三紀中新世のものを中心に日本 ・ 外国産の化石

標本および図 ・ 解説により 9 メイン ・ 4 サプコ -;;1:'ー

によっ て構成された常設展示を通じ(野外観察を合わ

せながら〕自然科学への導入を図っている。 現在の展

示標本数3， 500点。

(4) 普及教育

日常のカクンター相論 ・ 展示説明のほか，化石教室

(サマースタディ ， 初 ・ 中級) ・ 地学講座(上級) ・ 講

演会 ・ 特別展解説会 ・ 市民親子化石教室の開催， ミニ

ガイドの常時提供， 化石友の会の育成を行って， ï開

かれた博物館J をめざしている。

所在地 : ~ 509-61 岐阜県瑞浪市明世町山野内1-13

(中央自動車道瑞浪イシターから 2分)

電話 (0572) 68-7710 

- 3-



ス会 科協ニVol. 10. No. 2 

会員館園の消息

新入会

O旭川市青少年科学館

~ 070 北海道旭川市常盤公園内

T E L (0166) 22-4171 

0上越市立総合博物館

~ 943 新潟県上越市本城町 7-7

T E L (0255) 24-3120 

「科学博物館への招待j 刊行近づく

全科協の本年度の事業のーっとして計画された 「科学

博物館への招待」の発行については， 各会員館からお寄

せいただいた原稿に基づいて， その編集作業を進めてい

る。本年 5 月 に東海大学出版会から刊行する予定です

が， 配布方法等については別途御述絡します。

全科協として初めての刊行物であり，関係機関および

入館者等に対する周知方について御協力くださるようお

願いします。 (全科協事務局)
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